
・地域情報の提供
・現地案内
・個別相談
・移住希望者向けイベントの開催

平・下神谷

・地域情報の提供
・現地案内
・個別相談
・移住希望者向けイベントの開催

四倉

平・豊間
・地域情報の提供
・現地案内

平
・地域情報の提供
・現地案内
・移住希望者向けイベントの開催

・地域情報の提供
・地域おこし協力隊志望者向けの相談
・現地案内
・個別相談
・移住希望者向けイベントの開催

田人

・地域情報の提供
・現地案内
・起業相談

常磐湯本

・地域情報の提供
・現地案内

・各種クリエイター、
　市内商工会議所・商工会の情報提供
・その他、地域の情報提供
・現地案内

内郷、
市内全域

好間
市内全域

田人

小名浜・
中之作

勿来

・地域情報の提供
・現地案内

・地域情報の提供
・現地案内
・個別相談

常磐湯本

・地域情報の提供
・現地案内
・個別相談
・移住希望者向けイベントの開催

小名浜・
江名

遠野

サポーター名 サポーターの主な活動
主な

対応可能地域

小沼満貴
（一般社団法人Teco代表理事）

いわき市小川町で、自然に囲まれた暮らしを実践。
平・平窪に拠点がある一般社団法人では、復興公営住宅のコミュニティ支援、
水害被災地支援、中間支援、総合型地域スポーツクラブの運営に携わる。

小川
平・平窪

主な対応可能内容

・空き家・空き地等の情報提供
・子育て関連情報の提供
・現地案内

青木芳尚
（浄土宗　安楽寺）

R4年夏に約10年間の東京での勤めが終了し、川前町の地域づくり活動を再開。
川前町ならではの田舎暮らし体験や農業体験のコーディネート経験あり。
町の魅力を発信しながら、町に来た人の短期滞在や農業体験を支援する仕組みや拠点づくり
を構想中。

・地域情報の提供
・現地案内
・個別相談

川前

・地域情報の提供
・現地案内
・ボランティア活動志望者向けの相談

元木 寛
（株式会社ワンダーファーム

代表取締役）

”食”と”農”の体験ができる6次産業化施設「ワンダーファーム」を2016年にオープン。
気候を活かしたトマトの栽培～加工やイベントの企画も手がける。
地域全体の活性を目指し、浜通りの交流人口や就農希望者を増やすべく活動中。

久之浜・大久

岡森綾子
（すえつぎカフェ）

坂本雅彦

地域子育てコミュニティづくりを行うNPO法人VIDAの副理事を務める。
その他にも市内各地で様々な地域づくり活動に取り組んでおり、中でも代表を務めるボラン
ティア活動団体「いわきを応援するチームEN」での活動経験から、市内各地の地域活動団体
との豊富なネットワークを有する。

夫婦で田人町の里山文化や地域の人に魅力を感じ、U・Iターン移住。
都市部や海外の方を対象としたワークキャンプ（合宿型のボランティア）を実施。
”外”からやってくる人を地域の人・文化・自然に繋ぐような活動を展開中。
夫は田人町地域おこし協力隊（～R5年3月まで）。

プロバレエダンサーとして国内外で活動後、市内にUターン移住。
Uターン後は市内各地の商工会で起業家やフリーランスの経営支援や相談対応に従事。開業
手続き、税務、労務、法務、補助金申請など各種専門家と連携しながらサポートを行う。
現在は福島の地域写真家として活躍中で、県内外のクリエイターとの豊富なネットワークを
有する。

蛭田一
（貝泊コイコイ倶楽部会長）

「貝泊コイコイ倶楽部」ではＵＩターン移住者の相談ほか、交流・定住人口の拡大の
ため、農業体験やコテージの運営、空き家の整備といった活動を展開。
地域に移住希望者向けのお試し住宅を作るべく、現在奮闘中。

転勤を機にいわき市に移住。
DIYで空き家を改修し、R2年2月に自身の夢であったゲストハウスをオープン。
移住希望者やまちづくりに興味のある方を積極的に受け入れている。

三上健士
（Guesthouse & Kitchen

Hace）

下條真輝、下條由美子
（田人ワークキャンプ・

ビレッジ）

平山祐
（遠野紙子屋）

遠野町地域おこし協力隊としてR３年３月まで活動ののち、遠野町に定住。
同年５月には和紙製品販売や紙すき体験を行う工房「遠野紙子屋」を開店。
和紙の製造販売を中心に様々な地域活性化事業に携わる。

Uターン移住者。
いわき駅前のレストランLaStanzaのシェフを務める傍ら、ゲストハウスも運営。
移住希望者やインターン生等を積極的に受け入れる活動を行う。

・地域情報の提供
・地域おこし協力隊志望者向けの相談
・現地案内

東日本大震災の津波被害をきっかけにNPO法人を立ち上げる。港町・中之作の風景を
次の世代に残していくために古民家・空き家の再生保存活動に取り組んでいる。

山野辺みゆき
（株式会社キャンディきっず

代表取締役）

一時保育・月極保育を行う「託児所キャンディきっず」を運営（R5.9より休業）。
お父さん、お母さんの「ちょっと手を借りたいとき」の育児をサポート。

坂本勝吉
（江名の町再生プロジェクト）

代表を務める「江名の町再生プロジェクト」では、交流人口拡大や暮らしを知ってもらうこ
とを目的とした取組・イベントを行っている。
消防団の活動経験から、防災という観点から海の近くで暮らすことの実際や工夫を伝えた
い。

小名浜

・子育て関連情報の提供
・女性の起業相談

・地域情報の提供
・現地案内
・インターンや就職の相談

さすかる
（団体名）

2022年いわき市在住の学生・若者を中心に立ち上がる。いわき市内外の学生・若者の視点か
ら、地域の魅力や課題、歴史を掘り下げ、多様な人・組織・領域を横断し、新しい文化・価
値を生み出すことで、地域を活性化することを目的としている。
市内各所を巡り、土地やそこで生きる人々への出会いを通じて、いわきでの暮らしや地域に
ついて深く知ってもらう短期滞在型ツアープログラム「いわき巡り」を実施。

・地域情報の提供
・現地案内
・個別相談
・移住希望者向けイベントの開催

市内全域

R3年4月に大阪府より移住。
同年12月にコーヒーとカレーを販売する「すえつぎカフェ」を夫婦でオープン。
いわき市や双葉郡を中心にキッチンカーで移動販売を行う。

久之浜・大久

・地域情報の提供
・現地案内
・空き店舗情報の提供
・起業支援

・地域情報の提供
・現地案内

阿部峻久
（合同会社はまから代表）

大学進学を機にいわき市に移住。
東日本大震災の復興活動から生まれたつながりで「合同会社はまから」を立ち上げ、鮮魚店
“はま水”の運営を主軸に、常磐ものを使った商品の開発から加工・販売を一手に行う。
また、福島の水産の魅力の発信事業として国内外への鮮魚出荷や、漁師の担い手育成する事
業等を幅広く手掛けている。

大野章子
事務代行や子どもの一時預かりサービス等の活動に取り組む傍ら、
勿来地区のまちづくりにも携わる。

小松理虔
（ヘキレキ舎）

Uターン移住者。「ヘキレキ舎」の屋号で、媒体の作成やイベント企画、
オルタナティブスペース「UDOK.」の運営などを行う。
雑誌「TURNS」で移住検討者向けのエッセイ「晴天の霹靂」を連載中。

新妻唯昭
（がんぷ村・村長TADA／
農家古民家ゲストハウス

GAMPHOUSE）

東日本大震災を機にUターン移住。
障がい、心や性、人生に様々な“生きづらさ”を感じる方や国内外から集う人々が、お互いを
受け入れ、ゆったり寛ぎながら自然体で交流できるアットホームな雰囲気が魅力の農家古民
家ゲストハウスを運営。

熊田 誠

小野陽洋
（豊間区）

市内にある工場で会社員として働く傍ら、とよまの灯台倶楽部や豊間区で地元の魅力発信に
携わる他、いわき語り部の会に所属し、東日本大震災の被害や復興の状況と、
災害から命を守る教訓を伝承している。サイクリング初心者も安心して走れる、自転車で巡
る地域ガイドツアーにも取り組んでいる。

北林由布子
（Guest House & Lounge

FARO iwaki）

豊田善幸
（NPO法人中之作プロジェクト

理事）

「 移住サポーター」の皆さん※2023年 月末現在 ふるさと誘致センターとともに、いわきへの移住活動を応援します


